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＠Mitsuko Kawazura

◆Alcohol Deaths Increase Among US Women

・米国人女性のアルコール関連の死亡率が増加
・日本でも市販薬、アルコール依存が増加

◆日本人女性と若者・子どもの自殺率増

・ウェルテル効果＝連鎖自殺、誘発効果、ドミノ連鎖
・2020年8月 自殺者数 男性1,229人 (前年度比 ＋90人)

女性 660人 (前年度比 ＋196人)
出所：厚生労働省調べ
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タイトル ： ｢新型コロナウィルス禍が女性に及ぼす影響について｣

調査期間 ： 令和2年10月10日(土) ～ 令和2年10月26日(月)

対象者 ： 栃木県内在住の女性

回答数 ： ４９３

アンケートにご協力いただいた皆様、

協力機関の方々に改めて御礼申し上げます。
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年代

10代
0.6%

20代
14.8%

30代
20.7%

40代
23.5%

50代
24.9%

60代
12.2%

70代～
3.2%
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10.5

11.2

22.1

21.1

14.6

0.6

3.0

9.7

7.1

1人暮らし

本人と親

配偶者（パートナー）と2人

配偶者（パートナー）と子ども…

配偶者（パートナー）と子ども…

母親（本人）と子ども（末子が…

母親（本人）と子ども（末子が…

三世代世帯（親と子と孫）

その他

（％）

家族形態
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職業
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37.7

26.2

11.4

12.4

5.9

2.0

4.5

勤め人（正規社員・職員）

勤め人（臨時・パート・アルバイト等非正規社員・職員）

自営業主または家族従業員

家事専業

学生

無職（家事専業を除く）

その他

（％）

※新型コロナウィルスの影響で仕事を辞めた方は、辞める前の職業。
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コロナ禍前と現在とを比較し、新型コロナウィスルの影響により
働き方に変化はありましたか。【複数回答可】
※Ｑ3で「勤め人(正規社員・職員)、勤め人(臨時・パート・アルバイト等非正規社員・職員)、
自営業主または家族従業員」のいずれかに回答された方のみ回答。

6

1.6

14.3

6.2

7.5

12.9

11.1

1.9

0.8

1.3

1.6

0.5

48.8

8.1

就業日数が増えた

就業日数が減った

1日の就業時間が増えた

1日の就業時間が減った

在宅勤務（テレワーク）が増えた（出勤との併用を含む）

緊急事態措置期間（4月18日～5月6日）は…

時差出勤になった（増えた）

仕事を休んでいる（自己都合）

仕事を休んでいる（会社都合）

仕事を辞めた（自己都合）

仕事を辞めた（解雇、雇い止め、倒産等）

特に変化はない

その他

（％）

在宅勤務（テレワーク）だったが、現在は通常勤務に戻った

「その他」の回答

仕事について、客数の減少・残業の減少(またはゼロ)など
仕事量が減少したと回答した割合が最も多かった(34.5%)。
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コロナ禍前と現在とを比較し、収入に影響はありましたか。
※Ｑ3で「勤め人(正規社員・職員)、勤め人(臨時・パート・アルバイト等非正規社員・職員)、
自営業主または家族従業員」のいずれかに回答された方のみ回答。
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収入が増えた
3.7%

収入が減った
24.3%

収入がなくなった
0.5%

変わらない
64.8%

その他
4.8%

無回答 1.9%

「その他」の回答

収入が通常より少なかったり(収入減)、冬の賞与に影響が出ると思う(収入減見込み)と
回答した割合が最も多かった(54.5%)。
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緊急事態措置期間(4月18日～5月6日)、コロナ禍前に比べ、
あなたの生活や行動、心身に変化がありましたか。【複数回答可】
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24.9

1.2

14.2

5.3

6.7

0.6

7.5

6.9

77.1

54.6

35.5

66.1

4.9

8.5

家事・育児・介護の負担が増えた

家事・育児・介護の負担が減った

仕事や勉強に集中できなくなった（不安があった）

仕事や勉強に集中できた

子ども・被介護者を叱ることが増えた

子ども・被介護者を叱ることが減った

配偶者（パートナー）との関係が悪くなった

配偶者（パートナー）との関係が良くなった

人との交流機会が減った

外出できないことに対するストレスが増えた

生活に対する不安が増えた

感染への不安が増えた

特に変化はない

その他

（％）

「その他」の回答

漠然とした不安感や閉塞感を感じたり、気分転換できない
ことでストレスを感じたり、県外在住の子どもが帰省でき
ないことを心配するなど、心身不調の回答が最も多かった
(21.4%)。

次いで、休校等で在宅時間が増えた子どもの心配など、
子どもに関する回答が多かった(19.0%)。

在宅勤務となったことで
時間を有効活用できたことや、
子どもとの時間が作れたなど
ポジティブな意見もみられた
(全体の32.6%)。
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現在、新型コロナウィスルの影響で、コロナ禍前と比べ、
あなたの生活や行動、心身に変化はありますか。【複数回答可】
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12.8

2.6

8.9

5.9

1.4

1.0

4.9

5.7

66.1

41.2

32.7

50.7

10.1

8.3

家事・育児・介護の負担が増えている

家事・育児・介護の負担が減っている

仕事や勉強に集中できなくなっている（不安がある）

仕事や勉強に集中できている

子ども・被介護者を叱ることが増えている

子ども・被介護者を叱ることが減っている

配偶者（パートナー）との関係が悪くなっている

配偶者（パートナー）との関係が良くなっている

人との交流機会が減っている

外出できないことに対するストレスが増えた

生活に対する不安が増えた

感染への不安が増えた

特に変化はない

その他

（％）

「その他」の回答

県外在住の家族と会う機会が減ったり(自粛を含む)、
友人との交流を控えたりするなど、外出を控えていると
いう回答が最も多かった(26.8%)。

次いで、先行きの不透明さや社会の変化に不安を感じる
など心身不調の回答が多かった(19.5%)。

ポジティブな意見の割合は
Q6より少なく､全体の11.9%。

Withコロナの生活に慣れて
きたという意見が殆どである。
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今、困っていることは何ですか。【複数回答可】
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37.3

9.3

6.1

14.4

0.6

19.7

41.4

27.0

5.7

自分の仕事や生き方

配偶者（パートナー）との関係

家族（配偶者（パートナー）を除く）との関係

家族以外との人間関係

暴力被害・性暴力被害

自分自身や世帯（家族）の経済面

自分自身や家族の健康面

特にない

その他

（％）

「その他」の回答

売上や収入の減少、行動が制限されていることにより不便を感じるなど、
本人の仕事や生活に関する回答が最も多かった(25.0%)。

次いで、学校行事の削減や授業オンライン化に伴う子どもの精神面の心配等、
子ども・育児に関する回答が多かった(17.9%)。
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コロナ禍の中、女性に対する支援としてどのような施策が
必要と思われますか。【複数回答可】
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57.0

22.5

9.9

38.1

19.5

27.0

32.3

21.3

32.0

12.4

5.1

仕事や生活、家庭等に不安がある際の適切な相談先に関する情報提供

電話による相談

面接による相談

メールやSNS等を活用した相談

オンライン面接（ビデオ通話）による相談

同じ悩みを持つ人同士が対面で交流できる場の提供

同じ悩みを持つ人同士がオンライン上で交流できる場の提供

オンライン配信によるセミナー

テレワークできる場の提供

特になし

その他

（％）

「その他」の回答

行政や国の女性への支援予算の増額など経済的支援を必要とする
回答の割合が最も多かった(32.0%)。
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ご協力ありがとうございました。

自由記述を含む詳細な最終アンケート調査分析結果は、3月に報告
いたします。
調査分析結果が必要な方はご連絡いただきますようお願いします。

川面 充子
mkawazura@cc.utsunomiya-u.ac.jp                                                        

yuzu1128@me.com
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